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については「取引コストによるその高度化プロセス」をモデル化した上で分析をしている
ことである。それによって、これからを推測しようとする。 
これ以外の各論についてもそれぞれの分野の読者によって興味の焦点は異なるであろ
うが私はこの貨運市場に最も興味がある。以前、日本物流学会の全国大会で著者の発表を
聞いて興味を持ったし、日本で発表される著書論文ではほとんど、見ることができないも
のであることも理由である。おそらく、日本では日本企業の視点で中国の物流を見るのが
普通であるから中国の国内市場における動きについては研究が希薄だったのかもしれない。 
 
さて、そろそろ、まとめねばならない。本書は日本の大学に席を置く中国人研究者の日
本語による日本での出版である。こういうものは少なく、貴重なる資料となる。特にイン
フラと物流産業との関係で「その間にあるアンバランス」を執筆のコンセプトとしている
ことで本書は優れた研究書となった。 
あとはいくつかのポイントを挙げてみよう。まず、本書を「中国の物流を知りたい」と
いう目的で読もうとする人には「賞味期限は短い」と言っておく。それだけ、中国の物流
の変化が大きいわけであり、特にソフトの部分は 2，3 年後には大きく変わっているに違い
ない。 
しかし、研究の資料として見ていくと中国が市場経済の導入以降の時系列的研究の大き
なマイルストーンとなるだろうし、そういう研究を継続的に行う必要がある。 
各論について言うなら章ごとのトーンがやや異なるという気がするが、それはこれまで
書き続けてきた論文をまとめたことによる書き方の違い故だろう。また、物流のもうひと
つの主役（こちらが本当の「運輸ではない物流」の視点だと思う）である、いわゆる荷主
（製造業、流通業）からの現状分析が薄い点があるが、これは次の研究を待ちたい。日本
の物流の発展は大規模メーカー、商社、大型小売業が主導してきた。中国ではどうだろう。 
余計なことをひとつ。私は「アメリカの物流」というアメリカの総合的物流を分析した本
などを見たことがない。巨大な国の物流を全体的にまとめることが果たしてできるものだ
ろうか。そういう意味で「中国の物流」も部分的なものかもしれない。 
最後に付け加えておくと、以前から疑問がもたれていた中国の公的統計の精度や信憑性
の問題がある。私は著者とこのデータの確認作業を行った。小さな（明らかにわかる）デ
ータのインプット・ミスを除くと公的なデータは間違いなく、載せられている。その「正
しい公的統計」についての疑問は積み上げ方のデータ収集の信憑性と精度であるが、これ
は中国だけでなく日本にも存在するものであって、それは今後のデータ間の刷りあわせと
定性的事象の調査による確認作業が行われることで調整されることになる。それらの作業
も著者たちに期待される研究の役割であるだろう。 
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